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多面的に吟味し，よりよい解決や結論を見いだす。

【提案内容】 第２学年「D データの活用」高知市立一宮中学校 数学科

授業研究会

【データの分布】
単元の課題

単元の流れ（抜粋）

令和４年度高知の授業の未来を創る推進プロジェクトにおける『算数科・数学科授業づくり講座』は，学習指導要領が目指す
授業づくりを推し進めるとともに，日常的に授業研究に取り組む風土づくりを行い，自ら学びともに高め合う教員の育成と教科指
導力の向上に向けて，教材研究会と授業研究会をセットにして実施しています。12月に行いました【教材研究会】では，数学
的に考える資質・能力を育成するために，授業の中でどのような見方・考え方を働かせ，どのような数学的活動を仕組むのかとい
うことについて協議を行いました。参加者からの意見を基に再検討を行い，２月３日に【授業研究会】を行いました。
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参観者の感想講評・講演

文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター
研究開発部 学力調査官・教育課程調査官 伊吹竜二 氏

本講座を振り返って

③自分の位置を説明する必然性の中
で四分位数の意味を理解する。

②ドットプロット図との関連を図り，
箱ひげ図の構造を理解する。

③順位を付けたいという必
然性の中で，二つのクラス
が同じ箱ひげ図という場合
はどうするかという新たな問
いに取り組む。

②ヒストグラムで複数のデータを比較するこ
との限界を実感し箱ひげ図のよさに気付く。

①生徒の知りたい
ことを確認し，目的
に応じたグラフを
作成していく。

①生徒の知り
たいことを確
認し，目的に
応じたグラフを
作成していく。

③一つのグラフだけで分析するのではなく，
データに戻り，整理し直して，分析することの必
要性を実感させる。

①指導者は変わらないが，数探しゲームを
続けると本当に集中力はアップするのか疑
問をもたせる？

②次回，クラスの得点を比べると本当に４組より，C組が成績がいいと言えるのか疑問をもたせる。

②生徒も実
際に，５回
試行する。

④正しく分析できるよ
うに，情報を正しく読
み取り，正しく説明す
ることの重要性を実
感させる。

④C組は変わらなかっ
たが，数探しゲームを
続けると本当に集中
力はアップするのか疑
問をもたせる。

③時系列という異なるデータで４組とC組を再度比
較すると，異なる結論が出ることを実感させる。

教材研究会

参会者の声

授業者 宇賀 友哉 先生

島根県立大学 齊藤一弥 教授 PPT参考

課題を解決する
ための方向性

単元について●複数の集団のデータの分布に着目し，四分位範囲や箱ひげ図を
用いて分布の傾向を比較して読み取り，批判的に考察して判断す
る力を養う。

●日常生活の問題を取り上げ，問題解決の必然性を実感させ，生徒自らが問題を解決す
るために計画を立て，必要なデータを収集し，コンピュータなどを利用してグラフの傾向を
捉え，その結果を基に批判的に考察するという一連の活動をより経験できるようにする。
また，これらの過程において，よりよい解決や結論を見いだそうとする態度を育成していく。

D データの活用
（指導の意義）
解説 数学編

P54

育成する
資質・能力

予測や判断について，根拠を明らかにして説明できるようにする。

データ・結論・統計的探究プロセスに対して批判的に思考できるように育成する。

これまで育成してきた批判的思考を用いて，一連の活動の中で妥当性を検討させる。

課題解決のための単元構想

④ヒストグラムと
箱ひげ図との関
連を図り利点と欠
点を実感させる。
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四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの
分布の傾向を比較して読み取り，批判的に
考察し判断することができる。

①４組の中には，得点がアッ
プした人も，しなかった人も
いたが，数探しゲームを続け
ると本当に集中力はアップす
るのか疑問をもたせる？

④複数のデータ
を用いて，自分
なりの結論を根
拠をもって説明
する。


